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     黒門町の街並み 

正会員  大西 敏之 

 

子供の頃、伝七捕りもの帖で有名な黒門町の黒門小学校で

6年間、付属の黒門幼稚園で２年間過ごしてきましたが、夕

方暗くなるまで、殆んどの時間を校庭で過ごしてきました。 

上野不忍池や上野公園、東大の構内（三四郎の池など）や

湯島神社などが、私達の遊び場にもなっておりました。つば

め湯や鶴湯の銭湯が自宅の近くにあり、当時は、自宅に風呂

があっても、銭湯に行くのが普通でした。父が神戸明石間の

マラソンで優勝したことがありますので、父の影響で早朝、

毎日のように不忍池の周りをよく走ったものです。 

友達の家に行って遊んだ記憶がありますが、親がうなぎの伊豆栄、おでんの一平（大鵬が倒れ

たお店）、洋食のサンキョー、おすし屋さん、かばん屋、氷屋さんなどお店を開いていた人たち

が殆んどで、商店街の集まりが当たり前になっていましたので、余り街並みなどについて関心を

持つことは殆んどありませんでした。 

30 歳前後になって西黒門町のクラスメートの友人宅を訪れ、初めて下町の長屋を目の当たりに

しました。１階の天井は低く２階の床組みが表しになっており、2 階へは急なはしご状の階段で

上がります。友人は、丁度、結婚前で相手の方には恥かしくて見せられないといっていましたが、

殆んど無くなりつつあった下町の長屋は、貴重ですよと伝えたのですが、見せたかどうかは分か

りません。 

父親の関係で家を転々としたせいか、地域に根を張る大切さを感じたのは、結婚し子供が生ま

れてからです。自分がさびしく感じたものを、子供にだけは感じさせまいと思ったものです。私

達、建築学を勉強したものは、建物を建てる以上に地域社会を造り上げていくことが、とても大

切ではないかと考えるようになったのは、そんな自分の環境が影響あると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

不忍池を望む     なんでもありの街 

黒門のすぐ隣の湯島の 
旧仲居跡が垣間見える 

黒門町界隈 


